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新緑と清流の薬研魚道（蛯名芳德）
写真の魚道はまるでいろんな人々が暮らす都市の施設のように見える。目を細めて遠くを見るようにすると，さらに広域の景観となる。
河川を活用した都市建設をするとしたら，きっとこんな姿になるのではないか。この魚道の模型をつくった人は，制作中に何を考えていた
のかなという想像が楽しくなってくる。
薬研温泉で知られる青森県むつ市の大畑川にあるこの施設は，大畑川砂防ダムにある，隔壁の両脇を水が越えてゆくように，ということ
は隔壁の真裏は魚の休息場にもなるという心遣いにも富んだアイスハーバー式という魚道。↗
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↘ 下北半島の津軽海峡海域に位置づく大畑町は，ニジマスを津軽海峡の外海で育てた海峡サーモンのブランド名をもつ養殖業もふくん
だ漁業が盛ん。外海と内陸部に棲む魚種も豊かだというから，写真の魚道を行き交う魚たちの息づかいも感じられそうだ。生命が行き
交っているという想像が広がる。ただ，全体に目を行き届かせた丁寧な写真だが，光に形作られる鮮烈さをもっと強調できたのではない
か。それは露出のコントロールに少し気をやってみればいい。

（講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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